
　
　　　　HOKKAIDO NURSING ASSOCIATION HAMANASU

No.119

はまなす
発行日／2026年５月

公益社団法人 北海道看護協会

札幌第４支部だより
■ 発行所：公益社団法人 北海道看護協会札幌第４支部　編集責任者  市戸理恵

Contents
● 令和８年度  札幌第４支部  支部長挨拶

● 令和８年度  札幌第４支部  新役員紹介

● 令和８年度  札幌第４支部  委員会紹介

● 令和７年度  札幌第４支部  大会報告

● 令和８年度  研修計画・研修案内

● 令和８年度  札幌第４支部  研修報告



2 札幌第4支部だより

支部長　市戸　理恵

会員の皆様、清々しい新緑の季節を迎え、いかがお過ごしで
しょうか。平素より支部活動への多大なるご理解とご協力を賜
り、厚く御礼申し上げます。

令和８年度がスタートいたしました。本年は、医療の未来を
左右する極めて重要な「診療報酬改定」の年です。折からの物
価高騰が医療機関の経営を圧迫する中、今回の改定では、私た
ち看護職を含む医療従事者の処遇改善、すなわち「ベースアッ
プ」への強い意志が示されました。これは、深刻な働き手不足

に直面する現場において、専門職としての価値を維持し、次世代へ繋ぐための大きな一歩です。

しかし、その背景にある現実は厳しさを増しています。私たちが目指すべき「2040年」は、もはや遠い未来
ではありません。人口動態の激変により、現役世代が急減し、医療ニーズがピークを迎える多死社会において、
これまでのやり方を踏襲するだけでは、地域の命を守り抜くことは困難です。

この難局を乗り越える鍵は、二つの柱にあると確信しています。一つは「看護DX」による生産性の向上です。
ICT機器やAIを活用し、見守りや記録の負担を軽減することで、私たちは「人間にしかできない看護」——すな
わち、患者の心に寄り添い、生活の質を見極める専門業務に集中できる環境を整えなければなりません。今回の
改定で、ICT活用による人員配置基準の柔軟化が示されたことは、デジタルを「新たな同僚」として迎え入れる
時代の幕開けを意味しています。

もう一つは「地域連携」の深化です。病院完結型から地域完結型へ。施設や職種の壁を越え、住み慣れた場所
で最期までその人らしく生きることを支える「治し、支える医療」の実践が求められています。

変革の時代は、時に私たちに戸惑いをもたらします。しかし、どのような社会情勢にあっても、看護の本質は
変わりません。当支部は本年度も、会員の皆様が安心して研鑽を積み、孤独を感じることなく職能を発揮できる
「環（わ）」であり続けます。共に知恵を絞り、看護の力で地域の未来を切り拓いてまいりましょう。一年間、ど
うぞよろしくお願い申し上げます。

支 部 長 挨 拶令和８年度
札幌第４支部

変革の荒波を、看護の力で切り拓く
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新役員紹介

支 部 長 	 市　戸　理　恵
第二副支部長	 奥　井　一　恵
書 記	 片　岡　　　泉
書 記	 小　島　幸　恵

第一副支部長	 山　田　久美子
第三副支部長	 山　出　誓　子
会 計	 髙　橋　美　佳
会 計	 工　藤　里　美

石　井　輝　子　　　　蛯　子　智　美　　　　関　谷　朗　子
武　田　幸　緒　　　　渋　谷　衣里子

委員長	 田　中　裕　子
書　記	 坂　根　尚　里
会　計	 水　間　洋　子

保健師職能委員会

委員長	 小瀬古　美　穂
書　記	 栗　山　智　実
会　計	 西　野　小夜香

助産師職能委員会

選挙管理委員

委員会紹介

委員長	 竹　内　優　子
書　記	 赤　羽　拓　也
会　計	 長　恭　　　恵
	 吉　岡　尚　美	 大　橋　紀代美
	 青　木　　　梢	

看護師職能委員会

変革の荒波を、看護の力で切り拓く
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委員長	 菅　原　修　子
書　記	 丸　尾　好　恵
会　計	 牧　口　直　子

	 古　川　由　華	 富　田　佳　子

委員長	 小　室　明　義
書　記	 佐　藤　貴　子
会　計	 中　西　友　子
	 木　村　真奈美	 平　松　夏　世
	 鎌　田　美　穂	 林　　　友　紀

委員長	 本　間　美　和
書　記	 及　川　玲　子
会　計	 山　埼　有　紀
	 永　嶋　香　里	 岡　崎　　　航
	 高　橋　夏　絵

委員長	 常　見　梨　奈
書　記	 鈴　木　江　里
会　計	 山　川　聖　史

	 加　藤　知　子

働き続けられる
職場づくり推進委員会

広報委員会

教育委員会

推薦委員会

令和７年度北海道看護協会第４支部大会が開催されました。今年度も多数の参加をいただくこと
ができました。
選挙の開票結果は、以下の通りです。

新役員
第一副支部長：山田久美子さん　　信任156票　不信任１票
書　　　　記：小島　幸恵さん　　信任156票　不信任１票
推 薦 委 員：菅原　修子様　古川　由華様　冨田　佳子様　牧口　直子様　丸尾　好恵様
　　　　　　　信任156票　不信任１票

令和７年度　札幌第４支部 支部大会報告支部大会報告
■日　　時：2026年２月21日（土）
■場　　所：ANAクラウンプラザホテル札幌
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令和８年度  研修計画・研修案内

日　時 場　所 主催・担当 テーマ 講　師

７月18日（土） 北海道看護協会
支部担当研修
教育委員会

「ACPをテーマとした研修」仮

①訪問看護ステーション
　禎心会東
　今野  好江 講師
②西円山病院副看護部長
　菅野 講師

７月25日（土） ACU
看護師職能研修会

（第二領域）
ネグレクト・セルフネグレクトの理解とその対応

札幌市立大学看護学部看護学科
精神保健看護学領域
守村  洋 先生（予定）

８月１日（土） 札幌市立大学
保健師職能委員会

（札幌４支部合同）
ケアラーを取り巻く課題とこれからを考える第３弾
～精神疾患がある親を持つ子供が抱える困難～

沸教大学保険医療技術部看護学科
准教授
田野中  恭子 先生

８月８日（土）

TKP札幌駅
カンファランス
センターホール

2B

働き続けられる
職場づくり推進委員会
（札幌４支部合同）

内容：未定
方法：ハイブリッド

左高  葵月代 講師

８月29日（土） 札医大教育研究棟
助産師職能委員会

（札幌４支部合同）

①分娩の侵襲が与える新生児の影響
②産後うつを見据えた妊娠期からのメンタル
方法：Webと対面のハイブリット

検討中

９月５日（土） 北海道看護協会
支部企画研修
教育委員会

「大人の発達障害や特性を持つ人に対する人材育成」仮
新見大学
井上  真一郎 講師

９月５日（土） 会員懇談会 未定

10月３日（土） 看護管理者懇談会 未定

10月17日（土） ACU
看護師職能研修会

（札幌４支部合同）

誰もが最後まで安心して暮らすためのACP
～切れ目なくつなぐ尊厳ある支援と連携の実際と展望～
方法：会場＋Web（講演のみ）

医師、施設看護師、
病院MSW、ケアマネ

2027年
２月20日（土）

ANAクラウン
プラザホテル

支部役員
医療安全研修会・交流会（仮）
支部大会同時開催

未定
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はじめに
「ペイシェントハラスメント」は2021年に厚生労働省
が対策を公開したころから医療現場では深刻な問題とし
て広く認知されるようになりました。ある研究所の調べ
によると過去５年増加傾向にあり、医療者の７割近くが
経験しつつも施設の対策が不十分という現状があるとも
言われています。「暴言、怒鳴る」が最も多く、次いで
「治療方針の内容や文句」「言動」「待ち時間」。その背景
には患者・家族の権利意識の向上、医療者との認識のず
れ（コミュニケーション不足）「患者様はお客様」という
意識の過剰化などがあげられています。
厚生労働省は令和２年の「パワハラ防止法（労働施策

総合推進法）」の改正に基づき顧客からのハラスメント対
策を病院に義務つけています。ペイシェントハラスメン
ト行為は、民事・刑法上の違法行為に該当する可能性が
あります。今回は弁護士の福田氏に迷惑行為とは、その
背景にあるもの、対策まで弁護士としての経験も交えな
がら講演いただきました。

講師の紹介
弁護士福田氏は、銀行員勤務を経て司法試験に合格。

弁護士として登録当初から介護事故問題に興味をもたれ、
損害保険会社ほか施設側からの相談を覆う、医療法人、
社会福祉法人などの案件も多数扱いながら活躍されてい
ます。

講演内容
①迷惑行為への適切な対応を身につけましょう。
②個人から組織での対応、その切り替えを考えましょう。
③法的視点で現場を守りましょう。
３つの視点から講演いただきました。

代表的な迷惑行為の具体例としては、「暴言・侮辱・叱
責」「長時間の電話・居座り」「過剰請求（ナースコール・
面談希望・説明）」、「金銭の請求（支払い拒否）」、「性的
な言動・行動」などがあります。そして本来、迷惑行為
とハラスメントはそれぞれ違いがあり、迷惑行為は「迷
惑」という評価概念も含むが客観性の高いもの、ハラス

北海道看護協会　札幌第４支部総会
医療現場における迷惑行為とその対策～日頃の備え～

メントは当事者の主観により左右されるもの。双方とも
に迷惑行為の防止と、当事者がハラスメントと受け止め
ないようにするそれぞれの対策が必要なのだとお話され
ました。
ところで人はなぜ「迷惑行為をするのか？」、その背

景には不安・怒り・支配・依存など根本は「困っている」
人。自己制御できないことを自分自身の問題ではないと
いう考え方、があるとのことでした。迷惑行為を受ける
人が、感情の渦に巻き込まれない、ハラスメントと感じ
にくくする訓練が対策の一つになるのだそうです。その
具体例として「感情の受容（共感）」があり、話をさえぎ
らない、否定しない（YES・BUT）。肯定しないとしても
感情をいったん受容する姿勢が大切（YES・AND）、オ
ウム返しでもよいのだそうです。また、事実と感情・主
観（評価）を切り分けること。主張している事実に基づ
く証拠の存否・信用性を評価する事が重要。そして、法
的な考え方に至る行為か否か、経験した事例をもとによ
りご紹介くださいました。会場からの質問は、事例から
組織としての対策へのアドバイスを求める内容が多くあ
り、個人ではなく組織として予防対策をしっかり確立さ
せ、職員が守られる立場であるべきだと感じました。
迷惑行為はその場にいた個人のスタッフ一人で対応す

るのではなく、場合によっては管理者、組織全体で対応
すべきことなのだと改めて実感することができたと同時
に、自分自身も我慢することなく報告・相談し守られる
存在であるべきなのだと感じました。講演の中では、周
囲の方々とグループワークの時間も設けられ、病院以外
で勤務する医療者の迷惑行為や対策なども交流すること
ができ充実した時間となりました。

■日　　時：2026年２月21日14：00～16：00
■場　　所：ANAクラウンプラザホテル札幌
■講　　師：札幌総合法律事務所　弁護士　福田 直之  氏

＊迷惑行為・カスハラの対応POINT＊
・反発せず、でも受け止めすぎない
・証拠（記録）を残すようにする
・境界線（ルール）の設定
・ルール違反への毅然な対応（できないことの線引き）
・専門家（弁護士）との連携
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札幌第4支部会員数

連絡先　北海道看護協会総務課

電　話　011－863－6731

会　費　16,500円

会 員
募 集

表紙写真
季節の風景・看護の風景・ご自身の作品・
ペット紹介など、なんでもOKです。
施設紹介・スタッフ紹介
自薦他薦かまいません（写真数枚、本文400字程度）

　北海道看護協会札幌第４支部では、看護の質の向上をめざし
た活動や事業を行っています。また、看護職を取り巻く環境が
大きく変化している今、多岐に渡る研修が準備されています。
研修に参加して友達の輪を広げましょう。
　入会は、右記までご連絡ください。

募 集 中 の

テ ー マ

公益社団法人北海道看護協会ホームページはこちら　https://www.hkna.or.jp/

編集後記

新緑が色濃くなり、爽やかな風が心地よい季節となりました。
ゴールデンウイークの連休も明け皆様、いかがお過ごしでしょう
か。今号から新体制となり活動してまいります。研修の活気あ
る様子や楽しい雰囲気、学びの機会として実りのある誌面にな
るよう取り組んでまいります。今年度もよろしくお願いします。
� （記：常見）

　　保健師： 93名 　看 護 師：4,444名
　　助産師：204名　 准看護師：  68名

2026年３月末会員数：4,809名
2026年度札幌第４支部目標会員数：4,872名

第４支部HPはこちら

連絡先　札幌第４支部  広報委員会
　　　　公益社団法人  北海道勤労者医療協会
　　　　勤医協中央病院  消化器センター  
　　　　常見  梨奈

Email：syoukaki1-nrs@kin-ikyo-chuo.jp


